
　私たち産業保安グループでは，ここ数年，「産業保安の
スマート化」に取り組んできました。これは，保安規制を
リスクに応じた賢い仕組みにするとともに，自主保安の原
則の下，企業の保安力を一層高めていこうとするものです。
　そもそも保安規制は，ナショナル・ミニマムであり，技
術の進展や社会の要請に対応し，合理的なものにすべきで
す。このため，技術基準の性能規定化など，新しい技術を
柔軟かつ積極的に導入し，リスクに応じて適切に規制を見
直す取り組みを不断におこなっています。規制すべきは規
制し，合理化すべきは合理化します。ここ20～30年は規
制を合理化する動きが続きましたが，最近では，サイバー
アタックなど新たな脅威に対応すべく規制強化する動きも
出ています。
　また，サステナブルに社会の安全を確保していくために
は，保安の現場を預かる事業者がその保安力を絶えず維持・
向上する必要があります。安全はタダでは達成できませ
ん。その原資もしっかり稼ぎながら，保安をコストではな
く将来を見据えた投資として捉え，事故という外部不経済
を経営の中に内部化していただきたいと思います。このた
め，高圧ガス保安法のスーパー認定事業所制度などポジ
ティブ・インセンティブ制度も導入いたしました。また，
保安に積極的に投資する企業が市場で評価される仕組みづ
くりも研究をしています。
　このようにして，産学官民連携・協力の下，我が国の「保
安エコシステム」を構築していきたいと考えています。
　改めて申すまでもなく，産業・社会は大きなパラダイム
転換期を迎えています。第四次産業革命は，これまで実現
不可能と思われていた社会の実現を可能とし，産業構造や
就業構造に劇的な変化をもたらします。また，個々人も，
人生100年時代において，自律的なキャリア形成が求めら
れます。世界は，保護主義など不安定要因の出現の一方で，
気候変動等の地球規模の課題も顕在化しています。2017
年には，国連が初めて全会一致で歴史的な合意をしまし
た。SDGs（Sustainable Development Goals）です。世界各国・企業
は，大きく動き出しています。
　世界は極めて複雑性が高くなっており，問題はジグソー
パズル型からルービックキューブ型に変化しています。前
者はどんなに複雑でも，一つ一つピースを填めていけばい
つかはパズルが解けるのに対し，後者は一つ打った手が別
の問題を引き起こし，さらに複雑になります。17分野を
掲げるSDGsは，17×17×17のルービックキューブかも
しれません。

　世界が大きく変化している中で，私たちは過去の延長線
の発想でいいでしょうか。今後サステナブルに保安を確保
できるでしょうか。このため，私たちは，試行錯誤しなが
ら，スマート保安のその先を探り始めています。
　その一つが，データ利活用と企業間連携の促進です。弊
省では，我が国産業が目指す姿として“Connected 
Industries”を掲げていますが，その重点分野の一つがプラ
ント・インフラ保安分野です。現在，競争ではなく協調す
べき領域で保安データを共有し，企業間の連携を促進する
ことで，我が国の産業競争力に繋げながら，新しい時代の
保安の構築に取り組んでいます。
　また，海外にも目を向け始めました。国内だけに閉じて
いて，本当にサステナブルに保安を確保できるとは限りま
せん。同じような課題を抱える国もあります。こうした国
と課題を共有しつつ，ビジネスベースで課題解決を図りた
いと思います。その経験は我が国にも活きるでしょう。昨
年6月には，タイと協力覚書を交わしました。現在，天津
の化学工場爆発を契機に安全を重要視し出した中国とも関
係を構築し始めています。
　さらに，その先を見据えていくことも必要です。昨年4
月の産業構造審議会の分科会では，若手チームが斬新な提
言をしてくれました。保安の視点だけでなく，そもそも産
業構造も見直していこうというものです。これまで，設備
所有者がオペレーションやメンテナンス（O＆M）をするの
が前提でしたが，例えば風力発電は所有とO&Mが切り離
されています。保安確保だけでなく，産業の在り方も含め
て議論すべき時が来ているのかもしれません。
　是非とも，皆様と忌憚なく意見を交換させていただけれ
ばと思いますので，今後ともどうぞよろしくお願いいたし
ます。
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